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序 文 
 
 
日本国政府は、ベトナム国政府の要請に基づき、同国の地域振興のための地場産業振興

計画調査を行うことを決定し、独立行政法人国際協力機構がこの調査を実施いたしました。 

当機構は、平成 14 年２月から平成 16 年２月まで８回にわたり、地場産業振興計画調査

共同企業体代表株式会社アルメックの岩田鎮夫氏を団長とし、同社及び財団法人国際開発

センターの団員により構成される調査団を現地に派遣しました。 

調査団は、現地調査を実施し、ベトナム国政府関係者と協議を行うとともに共同作業を

行い、一連の国内作業を経て、ここに本調査報告書の完成の運びとなりました。 

この報告書が、地場産業の振興を通じて農村地域の成長と貧困削減に寄与し、両国の友

好及び親善の一層の発展に役立つことを願うものです。 

終わりに、調査にご協力とご支援を頂いた関係各位に対し、心より感謝申し上げます。 
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独立行政法人 国際協力機構 
理事  伊沢 正 



平成 16 年 2 月 
 
独立行政法人 国際協力機構 
理事 伊沢 正 殿 
 
 
 

伝達状 
 
 
謹啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

 
さて、ここにベトナム国地域振興のための地場産業振興計画調査の最終報告書を提出致し

ます。 
 
本報告書は、貴機構との契約に基づいて、2002 年 2 月から 2004 年 2 月までの間、株式会

社アルメック及び財団法人国際開発センターが共同で実施した調査結果をとりまとめたも

のであります。 
 
本調査報告書の完成までには大変多くの人の協力を得ております。先ず、貴機構ならびに

経済産業省、外務省に心から感謝を申し上げると共に、ベトナム国の農業農村開発省をは

じめとする政府機関の方々のご厚意、ご協力に深く感謝致します。 
 
また、調査期間中終始変わることなく、この調査成果が真にベトナム国の工芸振興を通じ

た地域振興に繋がるようにと念じながら、真摯に共同作業を遂行してくれたカウンターパ

ートに対して、深甚なる感謝を表す次第です。 
 
最後に、本報告書がベトナム国地場産業セクターの発展の一助になるように念じて止みま

せん。 
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概  要 

調査の概要 

「ベトナム国地域振興のための地場産業振興計画調査」は、国際協力機構の技術支援により、ベ

トナム国農業農村開発省（Ministry of Agriculture and Rural Development, MARD）をカウンターパ

ートに 2002 年 2 月から 2004 年 2 月まで約２年間にわたって実施された。 

本調査の目的は、全国工芸マッピング調査や専門家の現地調査をもとにパイロットプロジェクトを

実施し、これから得られる教訓に基づき、工芸振興のための政策提案やアクションプランを含んだ

包括的な工芸振興マスタープランを作成することである。 

本調査で対象とする主要な工芸品は①い草細工、②漆器、③竹細工・籐細工、④陶磁器、⑤刺

繍、⑥織物、⑦木工（椅子、机、彫刻等）、⑧石彫、⑨紙、⑩版画、⑪金属加工品の 11 品目である。

また、ベトナム全土（全 61 省 1））を調査対象地域とする。 

ステアリングコミッティには９つの中央政府機関（農業農村開発省、工業省、文化情報省、商業省、

政府官房、計画投資省、労働傷病兵社会福祉省、教育訓練省、自然環境省）がメンバーとなった。

カウンターパートが深く関与しローカルコンサルタントを多用し、同時に合計 60 回余のセミナー、ワ

ークショップ、フォーカスグループディスカッションを中央、省、工芸村レベルで開催することで、本

調査に対するベトナム側のオーナーシップは大きく向上した。本調査に直接関与した関係者は

官・民併せて 150 人に及んだ 2)。 

全国工芸マッピング調査 

ベトナムにおける工芸活動に関する情報がきわめて少なかったため、はじめに全国 61 省の DARD

（農業農村開発部）や DOI（工業部）の協力を得て、工芸村と工芸活動について総合的なアンケート

調査を実施した（2002 年 3～6 月、全 61 省及び都市部を除く約 9,400 コミューンに質問票を送付）。 

その結果、全国で約 2,000 の工芸村が特定され（図１参照）、全世帯の約１割が工芸に何らかの形

で従事し、農村部には約 150 万人の工芸従事者がいることが明らかとなった。工芸従事世帯は全

世帯に比べて貧困率が低く、平均収入が高いことから、工芸製作は農村地域の収入向上に貢献

しているといえる。工芸マッピング調査の実施により、工芸村の問題や開発ニーズ、工芸生産・流

通に関わる実態と問題の全体像が初めて明らかになり、貴重な工芸データベースが作成された。

省やコミューンの自発的な協力が大きな成果をもたらした。 

                                                  
1) 2003 年 11 月 26 日国会において、省の行政界に関する 22 号決定（”Resolution No. 22/2003/NQ-QH11 of 

November 26, 2003 by the National Assembly on Division and Adjustment of the Administrative boundaries of A 

Number of Provinces”）を決議し、カントー省、ダックラック省、ライチャウ省がそれぞれ分割され、全国 64 省となった。 
2) 今回の調査では、多くの政府関係者や専門家、ドナー、NGO の関心を呼び、さらにパイロットプロジェクトの実施を通

じて工芸村の人々の参加意欲と自立意識が高まるなど、参加型の開発調査として多くの成果と教訓を得ることが出

来た。中央や省の政府責任者が、工芸村レベルでの問題や改善策について直接対話が出来たことは大きなインパ

クトとなった。 
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図１ 全国の工芸村の分布 

出典：2002 年全国工芸マッピング調査 
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パイロットプロジェクトの実施 

マスタープランで作成し提案しようとする工芸セクターの開発・整備・改善手法が、政策として適用

可能であること、もしくはパイロットプロジェクトの実施によって得られた教訓が適切な政策形成に

つながることを明らかにすること、さらにパイロットプロジェクトを通じて、他地域や他分野に適用可

能な反復性のあるモデルを構築することを目的に行なった。 

マッピング調査結果と現地調査結果をもとに抽出した 17 の主要課題を受けて、特に現地活動の

実施によって改善が可能と考えられるものを対象に対応策や活動方針を明らかにし、パイロットプ

ロジェクトを作成した（表１参照）。2002 年 11 月から 2003 年 9 月までの 11 ヶ月間を実施期間とし

て、ローカルタスクフォース（ベトナム側の官側の代表者とローカルコンサルタントからなるチーム）

を中心に、全９つのパイロットプロジェクトの活動を実施した（表２参照）。 

パイロットプロジェクトは何れも強い関心をひき、参加意欲も高く、そのプロセスと結果において大

きな成果を得た（図２参照）。現場での具体的なアクションを通じて得られた教訓はマスタープラン

作成の重要なインプットとなった。 

表１ 主要課題とパイロットプロジェクト 
工芸セクターに関わる主要課題（17） パイロットプロジェクト（9） 

1. 工芸情報システム 

2. 工芸産業クラスター開発 

3. 工芸の伝統的価値保存システム構築 

4. 工芸品振興のためのデザイン振興策の構築

5. 国際競争力のある工芸品開発 

6. 工芸村の環境改善 

7. 少数民族のマネジメントキャパシティ向上 

8. 工芸村開発戦略 

・ 原材料の確保 
・ 技術改良 

・ 品質改善 

・ 生産工程改善 

・ デザイン 

・ 情報 

・ クラスター開発 

・ 人材育成 

・ ビジネス・経営管理

能力 

・ 労働環境 

・ 金融・資金調達 

・ 流通 

・ マーケティング 

・ 観光とのリンケージ 

・ 自然環境への影響 

・ 少数民族の支援 

・ 伝統的価値の保全 

9. ベトナム工芸コンペティション 

図２ パイロットプロジェクト成果（一部） 

   
PP1: 工芸情報ウェブサイト

PP2: ハタイ省 

コンサルタントチーム 
PP3:フォトボイスパネル

PP4: デザイン 

ガイドブック 

    
PP5: 国際競争力のある 

工芸品 

PP6: 工芸村の 

環境改善マニュアル 

PP7: 市場販売向け 

少数民族工芸品 

PP8: ハータイ村漆器 

アソシエーション設立 
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表２ パイロットプロジェクトの概要 

パイロットプロジェクト ベトナム側実施体制 成果品 
対象候補地域・ 

工芸品目等 

1. 工芸情報システム MARD ・ 工芸情報ウェブサイト 全 61 省／全 11 品目

2. 工芸クラスター開発 ローカルコンサルタン

ト、ハタイ省 DOI、ク

アンナム省 DARD、タ

イビン省 DOI、各省

職業訓練校、VCA、

VARISME 

・ ハタイ省・クアンナム省工芸

クラスター開発戦略 

・ 経営改善・生産工程改善マ

ニュアル 

・ 竹・籐製品、木工品職人訓

練マニュアル 

・ 絹製品品質改善マニュアル 

・ タイビン省黄繭絹織物検品

制度・品質基準 

ハタイ省、クアンナム

省の竹・籐製品、木

工／タイビン省の絹

製品（検品制度） 

3. 工芸の伝統的価値

保存システム構築 

ベトナム民俗学博物

館（VME）、地方政

府・人民委員会（PC）

・ 伝統工芸品調査手法（フォト

ボイス）レポート 

・ ダイバイ村、ナサン II 村調査

レポート 

・ フォトボイスパネル 

バックニン省ダイバイ

村（ブロンズ）、ライチ

ャウ省ナサン II 村（ラ

オ族織物） 

4. 工芸品振興のため

のデザイン振興策の

構築 

ハノイ工業デザイン

大学、VCA、VCCI 

・ デザインガイドブック 対象地域は指定しな

い／全 11 品目 

5. 国際競争力のある工

芸品開発 

ハノイ工業デザイン

大学 

・ 工芸品プロトタイプ（計 275

点） 

・ 工芸品開発コーディネータ

ー育成マニュアル 

・ 開発工芸品カタログ 

ハタイ省、ナムディン

省、バックニン省／石

彫・漆器、金属、木彫

6. 工芸村の環境改善 ローカルコンサルタン

ト、DOI、DOSTE、タ

ウン PC 

・ 環境改善マニュアル（全９テ

ーマ） 

ハタイ省ヴァンフック

村（絹織物） 

7. 少数民族のマネジメ

ントキャパシティ向上

クラフトリンク

（NGO）、女性連合、

省政府 

・ 少数民族支援ハンドブック 

・ 少数民族の市場向け開発商

品 

ライチャウ省タラカオ

村（モン族織物）、ア

ンザン省ヴァンザオ

村（クメール族織物） 

8. 工芸村開発戦略 ローカルコンサルタン

ト、政府官房、

CIEM、DARD、コミュ

ーン PC 

・ 2010 年までの工芸村開発戦

略 

・ PRA を用いた現状分析手法

ガイドブック 

ハタイ省ハータイ村

（漆器）、ニンビン省

No.8 村（い草） 

9. ベトナム工芸コンペテ

ィション 

MARD、文化情報省

芸術課 

・ コンペ応募作品（全 186 点）

・ コンペカタログ（第１次審査

通過作品） 

全国 

出典：JICA 調査団作成 
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工芸振興マスタープランの作成 

工芸セクターにおける政府の基本的な役割：政府の役割は、工芸生産に関わる直接的な関係者

（工芸製作者、生産農家、工芸村、工芸企業等）の競争力と福祉の向上を支援し、工芸セクター

の持続的発展を支える社会・文化・経済・環境等の条件を改善するところにある。即ち政府には、

民間セクターや工芸従事者が活動しやすい環境条件を整えることと、こうした活動の結果をベトナ

ム社会全体が受益出来るような仕組みを構築することが求められている。 

工芸振興マスタープラン作成の目的：工芸品の振興を通じた農村地域の振興と貧困削減のため

に、実効性のある政策フレームを構築することにある。そのためには次の３点が明らかにされ、シス

テムとして機能されなければならない（図３参照）。 

(ｲ) 目標達成のための政策実践メカニズムの明確化 

(ﾛ) 政策調整とステークホルダーの役割分担の明確化 

(ﾊ) マスタープランの制度化 

三層のマスタープランシステム：国の政策が工芸村に確実かつ適切に届き、工芸村の問題や改善ニ

ーズが明確に省や国に理解され、施策の効果がフィードバックされるために、本調査では中央、

省、工芸村（又はコミューン）の３つのレベルでのマスタープランの作成を試みた（図４参照）。 

図３ 工芸振興マスタープランの全体像 

 

図３ 工芸振興マスタープランの全体像 
出典：JICA 調査団作成 

連 携 

・ 上位計画との調整 

・ 他のセクターとの協調 

・ 他の関連機関・組織との連絡

調整 

- 中央政府機関 

- 省・地方政府 

- 民間・NGO 

- ドナー 

基 本 戦 略 
・ セクター開発戦略 

・ 地域戦略 

政策・施策メニュー 
・ プロジェクト 

・ アクション 

実 施 計 画 
・ ロードマップ 

・ 支援方法 

モニタリング 

システム 

・ モニタリングシステム 

・ 指標 

・ 情報公開 

ビ ジ ョ ン ・ 目 標 

Promoting Socio-economic Growth and Poverty Reduction in Rural Areas through Establishment of 
Sustainable Production System for Competitive Crafts embodied with Vietnamese Traditional Value. 
ベトナムの伝統価値に根ざした競争力のある工芸品の、持続可能な生産システムと支援体制を確立し、農村地域の

社会経済発展と貧困の削減を促進する。 

出典：JICA 調査団作成 

少数民族 
支援体制の確立

開発の基本目的 

伝統価値 
保全メカニズムの

確立 

工芸品開発 
システムの改善 

工芸村/コミューン

のキャパシティ

向上 

支援インフラの整備 
・法制度  ・情報サービス ・金融支援 
・人材育成  ・社会基盤整備 ・流通システム改善 

持続可能な 
生産システムの

確立 
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図４ 三層構造マスタープランの役割 

出典：JICA 調査団作成 

 

モデル省マスタープランの作成 

マスタープランを実行力のあるものとするために、①省レベルで政策が担保されること、②具体的

な課題（イシュー）についての、あるいは現場（工芸村）での施策が実際に機能し効果が検証でき

ること、の２点を具体的に検討するためにモデル省を選定した。 

マッピング調査結果及び現地調査に基づき、全国から合意された選定基準に照らして、４つのモ

デル省（北部ハタイ省、中部クアンナム省、南部アンザン省、北部山岳地帯ライチャウ省）を選定し、

パイロットプロジェクトを重点的に行なった。これらの経験に基づき、調査団のガイダンスを得なが

ら、上記工芸マスタープランをベースにモデル省マスタープランが作成された。 

地場産業・工芸振興における省政府の役割は非常に大きく、中央政府と工芸産地の橋渡し役とし

て、さらには工芸産地への直接の指導・支援組織としての役割を担う必要がある。しかし省レベル

でのプランニング能力にはまだ改善の余地が多く、省政府関係者の人材育成などの支援が必要

と考えられる。 

マスタープラン実現支援に向けた制度構築と省庁間調整 

ベトナム工芸セクターの持続的な振興と開発の実現に対しては、セクター横断的かつクロスカッテ

ィングイシューに対して責任ある官と民の両セクターからの幅広いステークホルダーの協力のもと

に取り組む必要がある（表３参照）。このために中央、省、工芸村/コミューンレベルで工芸振興に

関わる協議会（カウンシル）やアソシエーションの設置が望ましい。 

中央政府 

マスタープラン 

省/ディストリクト 

マスタープラン 

コミューン/工芸村 

マスタープラン 

・ 技術・資金支援メカニズムと

具体的な政策ガイドライン 

・ コミューンや工芸村に適用

可能にするための政策の具

現化 

・ 政策に基づくコミューン・村

でのアクションプランの実現 
・ 政策やプロジェクト実施のた

めのアソシエーションの確立 

・ 全国レベルで統合された工

芸セクターの政策提言 
・ 政策実現のために必要な制

度や法的枠組みの確立 

・ コミューン・村のアクションプラ

ンの一元化と、省・中央政府

への支援要請 

・ 自発的なアクションプラン提

案や実施のための、アソシエ

ーションによる支援要請や共

通課題の提言 （政策やプロジェクト実施

のためのアソシエーション

の設立） 

（工芸カウンシルの設立）

（工芸カウンシルの設立）
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さらに、ベトナムの工芸セクターは輸出振興や地場産業への貢献だけでなく、農村部の生活改善

や貧困削減、さらには伝統保全や少数民族の文化保全など、様々なセクターに深く関わり合って

おり、多くの官・民の機関が関係している。特に中央政府レベルにおいては、MARD、MOI（工業

省）、MOCI（文化情報省）、MoTrade（商業省）の４省庁が中心的な役割を果たす必要がある。 

表３ 目的・戦略別の関係省庁の役割分担 

中央政府 
目的 戦略 

主要 支援 
関係機関 

A1 工芸村の伝統の記録運動 MOCI NCSSH1) 博物館、NGO 

A2 ローカルミュージアムの整備 MOCI - 博物館、研究機関、文

化・学術機関 

A3 伝統工芸研究の推進 MOCI NCSSH 博物館、研究機関、文

化・学術機関 

A4 マスターアルティザン制度の充実 MOCI MOLISA VCA、教育・研究機関 

A 伝統価値保

全 メ カ ニ ズ

ムの確立 

A5 伝統工芸品の指定 MOCI NCSSH 博物館、研究機関、文

化・学術機関 

B1 デザイン教育の充実 MOET MOI VCA、教育機関、企業 

B2 工芸品コーディネーターの育成 MOI MOT, MOET VCA、教育機関、企業、

NGO 

B3 工芸スキルの向上 MOLISA MOET VCA、職業訓練学校、

NGO 

B4 オリジナルデザイン・技術の保護システム MOST MOI, MOT 研究機関、企業 

B 工芸品開発

システムの

改善 

B5 市場での評価機会の提供 MOT MOI VCA、企業、NGO 

C1 原材料保全・利用管理システムの確立 MARD MOST, MONE, MOI ドナー、企業 

C2 産地振興 MOI MARD, VNAT1) 女性連合、NGO、ドナ

ー、企業、銀行 

C3 技術改良・品質管理システムの確立 MOI MOST, MoTrade, 

MARD 

女性連合、企業、研究

機関 

C4 経営者の育成 MOI - VCCI、企業、ドナー、女

性連合 

C 持続可能な

競争力のあ

る生産シス

テムの確立 

C5 生産現場の労働環境改善 MOI MOLISA, MOST 研究機関、企業 

D1 工芸振興教育・啓蒙活動 MOET MOCI, MOI 女性連合、NGO 

D2 伝統技術・工芸品の保全・保存 MOI MOCI, MOET 博物館 

D3 技術・経営指導プログラムの策定と普及 MOET MOI 女性連合、NGO 

D4 フェアトレードシステムの拡充 MARD MoTrade 女性連合、NGO 

D 少数民族支

援体制の確

立 

D5 少数民族支援組織の支援 CEM1) NCSSH 女性連合、研究・学術機

関、NGO 

E1 参加型 VDS（工芸村開発戦略）の策定 MARD - NGO、女性連合 

E2 工芸振興組織・団体の設立 MOI MARD VCA、女性連合、企業、

NGO 

E3 工芸活動の財源確保 MPI MARD,MOI 金融機関、NGO、ドナー

E4 工芸村の環境改善 MONE MOST 研究機関、企業、ドナー

E 工芸村/コミ

ュ ー ン キ ャ

パ シ テ ィ の

向上 

E5 村の工芸品のﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞｼｽﾃﾑ整備 MOI MOT NGO 

F1 工芸振興に関わる法制度の確立 工芸振興カウンシル  

F2 情報サービス支援 MOI MOCI, MARD 企業、NGO 

F3 金融支援 MOF MPI, MOI 金融機関、女性連合、ド

ナー 

F4 社会基盤整備 MOTrans MOI 金融機関、ドナー 

F 支 援 イ ン フ

ラの整備 

F5 人材育成 MOI MOLISA VCA、ドナー、NGO、女

性連合 

出典：JICA 調査団作成 

1)NCSSH：国立社会・人文科学研究センター、VNAT：ベトナム観光局、CEM：少数民族委員会 



ベトナム国地域振興のための地場産業振興計画調査 

最終報告書 概要 

 8

工芸セクター開発と振興のための政策づくりを確立するためには、中央・省政府と工芸村の連携

強化が求められる。そのためには、中央と地方（省レベル）の政策や情報の流通メカニズムの合理

化が非常に重要である。このような政府機関の協調を拡大するために、中央レベル及び省レベル

において、工芸振興カウンシルの設立を提案する（図５参照）。 

(ｲ) 工芸セクターに関わる政策の策定 

(ﾛ) 工芸セクターに関わる様々な機関や組織の政策・プログラムの調整 

(ﾊ) 工芸セクター開発に関わる国内外組織とのネットワークの拡大 

図５ 中央工芸カウンシルの組織概念 

 

結論と提言 

ベトナム工芸振興は、経済（雇用創出、輸出促進）、社会・文化（工芸村、伝統的価値、ベトナムの

アイデンティティ）、環境（自然資源、環境影響）、の３つの側面に大きく貢献している。そのため、

特に下記の側面に留意しつつ、工芸振興を進める必要がある。 

(ｲ) 農村部（特に貧困層）の生活向上と経済発展、地場産業の育成と地域振興への貢献 

(ﾛ) ベトナム文化と伝統のアイデンティティの確立 

(ﾊ) 自然環境に優しい持続可能な産業としての確立 

本調査の結論として、具体的に下記を提言する。 

・ 工芸セクターマネジメントのための基本的な制度・政策枠組みの構築（中央・省レベルの工芸

カウンシル設立、三層構造マスタープランシステム構築、継続的な資金・技術支援） 

・ 伝統的価値の保全と振興のための社会的ムーブメント 

・ 地域特性を活かした産地振興 

・ 工芸振興を通じた長期的課題への取り組み（環境保全、貧困削減、ジェンダー等） 

ベトナム政府 

委員会又は 
ステアリングコミッティ

• 伝統的価値 
• 持続可能な生産 
• 環境 
• 少数民族 
• 技術開発・人材育成
• その他 

政策 
調整 

• 中央政府 
• 省政府 
• ドナー/NGO 
• アソシエーション
• その他 

工芸 
ネットワーク 

• 国内 
• 海外 
• 公共セクター 
• 民間セクター 

事務局 

主要課題に関する 
コミッティ（例） 


	表紙
	序文
	伝達状
	調査のプロセス写真
	目次
	略語
	概要


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (Adobe RGB \0501998\051)
  /CalCMYKProfile (Japan Standard v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Perceptual
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /UseDeviceIndependentColorForImages
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308000200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e30593002537052376642306e753b8cea3092670059279650306b4fdd306430533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


